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 “着 p”（動作の進行）:外面正在下着雨。⇒ 否定文 * 外面没正在下着雨。 
















































図 2.1-1 “着”の時間軸とその特徴    
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問 1: 小李呢?（李さんは？） 問 2: 他怎么还不来?（どうしてまた来ないの？ 
答 1: 他在里屋呢。（彼は奥の部屋にいる。） 答 2: 他接着电话呢。（彼は電話中だけど…。） 
 
問 1: 妈妈你在干什么?（お母さんは何してい 
るの?） 
問 2: 妈妈，你马上来一下儿。 
（お母さんすぐに来て。） 



































2.4 “V1 着 V2”の文法的意味 
“V 着”を使用する際に、“V1 着 V2”構文がよく使われている。呂淑湘（『現代中国語用法辞典』、1983）は“着”は二
つの動作が同時に進行し、連動するありさまを表述する連動文を構成することができると述べ、さらに“V1 着+V2”と
いう連動式は二つの動作のありかたを描写することができるという。朱徳熙（1982）は、“V1 着 V2”という二つの動作
はそれぞれ相伴って起こる動作を示すが、重点は V2 にあり、V1 は V2 の様態を表すと論じている。V2 の付随的動作・状
態として用いられるのは、状態持続を表す静態動詞や動作持続を表す動態動詞だけではなく、状態持続を表す一部の形
容詞（“adj.着”という文型になる）もある。著者は、呂・朱のいう V 1 と V2 の関係を下記 3点にまとめる。 
(1) V 1 は V2 の手段・方式である 





のは“V1 着”である。“V1 着”には主要動作 V2 が行われる際の様子を引き立たせる修辞効果を果たす役割がある。 
 
(2) V1 と V2 は一種の手段と目的の関係にある 
V1/adj. は、動作の目的である V2 を実現するための方式ではなく、一種の様子・状態を描く機能を持つ。例えば、 
那人就是憋着不肯说出来（あの人は我慢して言おうとしないだ) 。 
有老人在场时他也是抢着说话（彼は年配の方が居る時も競って発言する）。 
人们都忙着备年货, 街上车水马龙, 好不热闹（人々はお正月の買い物で忙しく、町中人々が行き交い、大変賑やかだ）。 
例文のように V1/adj. と V2 は相伴って起こる動作ではなく、V1 は V2 の状態・様子を描写している。 
 
(3) V1 進行中に V2 が現れる 
V1 が行われている間に、いつの間にか V2という動作・行為・考え方・自然界の変化が発生し、構文の重点が V1 から

































式・手段・様子・目的を表す“V1 着 V2”などといった 7つの構文を次の節で詳しく分析することにする。 
 
3. “着”の語用機能―“着”を用いる 7 つの構文   
本節では“着”の文法的意味に基づいて、どのような場面や場合で使うのか。“着”に関する教授法を提案するために、
その語用機能を取り上げて分析する。 



















                                                                 






































































“V 着”を用いる 7 つの語用機能を取り上げたが、学習者に“V 着”を用いる構文の使用状況や構文の中での役割を
説明するために、次節で“V着”の語句における分布や語用功能を表にまとめることにする。 
 
4. “V 着”に関する教授法 
4.1 “V 着”の分布と語用機能表 
この節では、“V着”の教授法をめぐって学習者に分かりやすく説明するために、その語用分布や語用機能を表にまとめ
る。進行態の“在 V ”との違いや“V着”の否定、“V着”が用いられない構文の教授法を提案する。では、まず“V着”
の分布及び語用功能表を下記の通りにまとめる。   
4.1-1 “V 着”の分布及び語用功能表 























































飾語として使われるのは 3.9%、“（正）在+着／在 V着”は 2.9%を占めるという統計をつくり、アスペクト助詞“着”の
背景描写としての語用功能の高さを具体的数値で示している。 
 



























      視点と“在” 
 
 














       動作持続意の“着” 
            
 
  





































































答え 1 桌上没盖着桌布，什么都没有（テーブルにはテーブル 
カバーがかけてない、何もない。） 
答え 2 桌上不是桌布，是彩灯反的红光。（それはテーブルカバー 
じゃない。反射したネオンの赤い明かりだ。） 
 


































従って、“今何をしているの? まだ～をしているのか? ”と質問する場合は“着”は用いられず、“在 V～吗 ? → 还在 
V～吗? ”を用いなければならない。 
例えば、 
东东，你在写作业吗 ? * 不, 我画着画儿。→ 不, 我在画画儿。 
* 小王还睡着吗? → 小王还在睡觉吗? 嗯，还在睡呢。/ 嗯，还睡着呢。 
















* 我在东京住着→ 我住在东京。 
  * 事实在脑子里记着了→ 事实记在脑子里了。 
 
(6) 様態補語や程度補語がある場合には“着”を使えない 
* 外面的风刮着很厉害，雨也下着很大 → 外面的风刮得很厉害，雨也下得很大。 










        誤用文 訂正文 
1 我们看到着老师就和老师打了招呼。 我们看到了老师就和老师打了招呼。 
2 姐姐一直打着一个小时的电话。 姐姐一直打了一个小时的电话。 
3 孩子,你在写着作业吗? 孩子, 你在写作业吗? 
4 我们明白着一个道理。 我们明白了一个道理。 
5 我把书在桌子上放着了。 我把书放在桌子上了。 













 “请○○同学站着。/ 请○○同学坐着。/ ○○同学你看着老师。/ ○○同学请你拿着汉语书。/ ○○同学你读课文, ○









教室里 墙上 黑板上 老师的桌子上 
放 挂 写 摆 
桌子、椅子 电话、电视 问题、作业 杯子、教科书 
房间里 书架上 电视机前 墙上 
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放 摆 放 贴 
沙发、书架 CD、杂志 花、照片 地图、油画 
帽子 眼镜 T 恤衫 头花 
戴 戴 穿 戴 
 






 状態の持続 動作の持続 動作の方式・手段 動作・状態の持続に対する確認
質問 桌上放着辞典吗? 他们在聊着天吗? 你怎么看电视? 外面还在下雨吗? 








従属節に使われる“V着(O)，～/～，V着(O) ”や“V 着 V 着，就～”、“V 着（評価），（対比的後文）～”は下記場
面で使う構文を中上級レベルで教えることを提案する。 
 
        文型 場面で使える“着”構文の練習 
V 着(O)，～ 聊着天,~ 、上着课,~ 、 打扫着房间,~ 、玩儿着(游戏机),~ 
～，V着(O) ~,交流着、~,考虑着、~,期待着、~,盼望着、~,回忆着、~,关心着 
V 着 V着，就～ 说着说着就~、想着想着就~、写着写着就~、学着学着就~ 
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